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１．はじめに 

 筆者らは，埋設型湿度センサによるコンクリート表層内部の相対湿度測定，透気試験，蛍光エポキシ樹脂含

侵によるひび割れ観察，湿気移動解析等の適用を通じて，乾燥収縮によるひび割れ発生程度の予測・評価手法

の確立化に向けた研究を進めている．これまでの研究において，コンクリート表層の乾燥収縮に伴うひび割れ

と透気試験結果は関係が深く，透気試験によって乾燥収縮による表面ひび割れの発生程度を把握できる可能性
1)や湿気移動解析により求められるひび割れ指数によって乾燥収縮による表面ひび割れの発生程度を予測でき

る可能性 2)を確認している．しかし，過去の研究においては一連の時系列試験の試験完了段階においてのみ，

蛍光エポキシ樹脂含浸によるひび割れ観察を実施していた．本研究では，乾燥環境に静置した供試体を用いて，

コンクリート表層内部の相対湿度測定を実施しながら，時系列的に透気試験を実施した後に蛍光エポキシ樹脂

含浸によって，ひび割れの発生程度を観察し，乾燥収縮による表面ひび割れ発生程度，コンクリート表層内部

相対湿度，水分率及び透気試験結果の関係に関して検討した． 

２．試験法概要 

普通ポルトランドセメントを使用した水セメント比

W/C=54.3%，単位セメント量 C=304.0kg/m
3，単位水量

W=165.0kg/m
3
 のコンクリートを使用して，寸法 150×150×

150mm の供試体を複数作製した．供試体の養生は材齢 5 日に

おける脱枠の後，気泡緩衝シートによって材齢 28日まで封緘

養生を実施した．供試体は，養生完了後，材齢 189 日まで相

対湿度 60%，材齢 280 日まで相対湿度 40%の環境下に，以後材齢 393日（乾燥開始から 365 日）までは室内自

然環境下に静置した．作製した供試体のうち 1 体では，図-1に示すように，コンクリート表面から 1cm の深

さに埋設型温湿度センサー3)を埋設してコンクリート内部の相対湿度を経時測定した．残りの供試体に対して，

試験期間中同一の１側面（型枠面）において透気試験（Torrent 法）を時系列的に実施した後，供試体に蛍光

エポキシ樹脂 4)を真空含浸して固化し，供試体を切断した上で紫外線を照射して，表面ひび割れの発生程度を

観察した．透気試験を実施する前には，高周波容量式の水分計にてコンクリート表面から深さ 40mm範囲の水

分率の測定を合わせて実施した． 

３．試験結果と考察 

 試験結果を図-1～6に示す．これらより以下の知見・考察が得られる． 

1)透気係数および透気深さは，時間の経過およびコンクリート表層内部の相対湿度の低下（＝乾燥）とともに，

概ね増大する傾向が認められる．(図-2,3)  

2)同様にコンクリート表面ひび割れ（骨材とペースト，モルタルの剥離も含む）も，コンクリート表層内部の

相対湿度の低下とともに，ひび割れ深さ，ひび割れ本数が増大する傾向が認められる．(図-6) 

3)透気深さとひび割れ深さの関係は，比較的良好な線形相関性があることが認められる．これは筆者の既往 

の研究で得られていた知見に一致する．(図-4) 
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図-1 埋設型湿度センサ設置方法 
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4)透気係数は，試験環境を相対湿度 60%か

ら 40%に変化させた材齢 189日を境として，

その変化量が変化し，相対湿度 40%環境に

おいて，大きなものとなっている。これに

対して透気深さに関してはその傾向が顕著 

には認められない．材齢 189 日前後のひび

割れ観察結果より，乾燥収縮の進行に伴う

ひび割れ本数（密度）の増大がその原因で

あると推察される．(図-2,3,6) 

5)一般的に表層水分率(含水率)の上昇によ

って透気係数は低下するとされる 5)が，表層

内部相対湿度が相対湿度 40%環境下より高

い室内自然環境下では，その知見と異なる

挙動がみられる．この原因はひび割れの影

響と考えられ，表面ひび割れの発生程度が

透気試験結果に与える影響度は比較的大き

いと考えられる．(図-2,3,5,6) 

４．まとめ 

 透気試験結果へは，乾燥収縮による表面 

ひび割れの発生程度が比較的大きく影響す

ること，透気試験により表面ひび割れの発

生程度を非破壊的に把握することが可能で

あることが，本研究で確認された． 
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材齢 105日(乾燥 77日) 
最大ひび割れ深さ 5.5 mm 

材齢 182日(乾燥 154日) 
最大ひび割れ深さ 7.0 mm 

材齢 245日 
最大ひび割れ深さ 7.9 mm 

材齢 393日 
最大ひび割れ深さ ?.? mm 

図-3透気深さ経時変化 

材齢 343日(乾燥 315日) 
最大ひび割れ深さ 8.0 mm 
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材齢 245日(乾燥 217日) 
最大ひび割れ深さ 8.0 mm 

材齢 393日(乾燥 365日) 
最大ひび割れ深さ 8.0 mm 

材齢 63日(乾燥 35日) 
最大ひび割れ深さ 3.5 mm 

図-6 蛍光エポキシ樹脂含侵によるひび割れ観察写真 
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図-2 透気係数，相対湿度経時変化 

y = 0.1316x + 2.2678
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図-4 透気深さと 
ひび割れ深さの関係  
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図-5透気係数と 
表層水分率の関係  
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